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抄録 

複雑化・複合化する地域の支援ニーズに対応するため，多世代住民が互いに支え合えるような世

代間交流型の事業推進が重要である．これにより，高齢であっても能力やスキルに応じて支え手に

なることが可能である．ただし，世代間交流型の事業に参加している高齢者の特性や意識について

は十分に明らかでない．そこで本研究では，狭山市社会福祉協議会が実施している「狭山高校生Yume
プロジェクト」を事例に，どのような高齢者が世代間交流型の事業に参加しているか，何が活動の

モチベーションやメリット，課題に感じているか検討した．継続的にプロジェクトに参加している

高齢者6名へのインタビュー調査の結果，社協職員からの声掛けが参加の端緒になっており，多く

が個人的な関心や次世代育成意識（ジェネラティビティ意識）がモチベーションになっていること

が明らかになった．プロジェクトに参加した高齢者は活動に対して肯定的な考えを持っており，課

題として挙がった点も次につながる建設的な意見であった． 
今後，すでに社協とのつながりを持っている高齢者のみならず，地域在住の一般の高齢者に対し

ても働きかけて，新たなつながりを作っていくことで，担い手として世代間交流型のプロジェクト

に継続的に参加する高齢者をさらに増やしていくことも重要である． 
 

１． はじめに 

わが国の急速な少子高齢化と核家族化の進展に

よって，地域住民が抱える支援ニーズが複雑化・

複合化しており，従来の支援体制では十分な対応

が困難であることが指摘されている[1]．その対応

策として，世代や属性を問わないⅠ.相談支援，Ⅱ.
参加支援，Ⅲ.地域づくりに向けた支援をする事業

を通じた「重層的支援体制」の構築により，子ど
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もから高齢者までをシームレスにつなぐ，全世代

型の包括的な地域戦略を作ることが求められる[2]． 
そのため，多世代住民を対象にした世代間交流

型の事業を推進し，互いに支え合えるような地域

づくりが重要であると考えらえる．その際，行政

の限られた財源や人材を最大限に効果的に配分す

るためには，従来型のハイリスク・アプローチで

はなく，むしろ，ポピュレーション・アプローチ

で地域全体に満遍なく事業効果を行き渡らせ，な

るべくハイリスク者を増やさないよう予防してい

くという意識が重要だろう．これにより，全ての

住民が各々の状況にあわせて地域の中で等しく

「社会参加」をすることができ，さらには地域共

生社会の実現にも資するものと考えられる． 
ただし，地域住民への支援を行っている市町村

保健センターの事業について検討した相良ら[3]の

研究では，全世代の住民を対象にした事業は全体

の 1 割にも満たなかったことが示されており，行

政が主体となって多世代住民を対象とする保健福

祉事業を展開することは容易でないと推察される．

実際，令和 3 年度までに重層的支援体制整備事業

を実施しているのは全国 42 自治体に留まってお

り，多くの自治体では，令和 4 年度以降に導入あ

るいは移行準備予定とのデータもある[4]． 
現在，行政以外のセクターにおいて，地域福祉

の中核を担っているのは社会福祉協議会（以下，

社協）である．従来，社協は何らかの支援を必要

とする人たちへの見守り，声かけ，手助け等の支

え合い活動や配食サービス，移送サービス等の在

宅福祉サービスを実践してきたが，2020 年 6 月に

「地域共生社会の実現のための社会福祉法等の一

部を改正する法律（令和 2 年法律第 52 号）」が公

布されたことにより，全国の社協でも重層的支援

体制整備事業に着手した[5]．しかし，重層的支援

体制整備事業においては，住民同士の支え合いも

重視されている[1]．そのため，専門職から住民に

向けての一方向での支援よりも，むしろ，住民同

士の互助的関係を醸成できる事業が重要であると

考えられる．特に，昨今は地域の高齢者が若年世

代のサポートをするような取組みも散見される．

ただし，そこに参加する高齢者がどのようなルー

トで参加するか，どのような関心を持っているか，

事業を通じて何を感じたか，その知見は十分に蓄

積されていないようである． 
そこで，本研究では，社協の世代間交流型の事

業を取り上げて，高齢世代と若年世代との互助的

関係の醸成に資する事業展開に必要な要素を検討

するため，その事業に参加している高齢者の特性

や意識について明らかにすることを目的とした． 
 
２． 方法 

2.1. 調査対象者及び方法 
本研究では，埼玉県狭山市社会福祉協議会が実

施している「狭山高校生 Yume プロジェクト（以

下，Yume プロジェクト）[6]」に参加している高齢

者のうち，2021 年に 2 回以上，高校生との活動に

参加した高齢者 6 名を対象に，インタビュー調査

を実施した． 
Yume プロジェクトは，「高校生のやってみた

い！を地域（狭山市）の人たちとの関わりの中で

実現する」ことを目指して，狭山市社協が 2021 年

度より実施している事業である．2021 年度は，狭

山市在住あるいは狭山市内の高校に通学している

高校生に対してプロジェクトの広報を行った．狭

山市内には 6 つの高校があるが，2021 年度の参加

者は，そのうち 4 校に通う高校生だった．プロジ

ェクト途中からの参加や離脱もあったが，延べ 42
名の高校生がプロジェクトに参加した． 

 
表 1 3 つの小プロジェクト 

① ベンチプロジェクト 「高齢者の方々の外出促進．街に彩りを，暮らしを便利に．」と

いう活動目標を立て，市内の公園等にある老朽化したベンチを

高齢者と高校生で綺麗に作りかえる活動を実施した． 

② ゲームプロジェクト 高齢者の交流と認知症予防を目指して，高齢者と高校生が一丸

となってオリジナルのカードゲーム作りを実践した． 

③ 映画プロジェクト 地域の PR や地域活性化等も目指して，高齢者と高校生が一緒に

狭山市内を舞台にした映画の台本を作り，撮影を行った． 
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地域の高齢者を対象にした社会福祉協議会の事

業は散見されるものの，多世代協働型の事業に関

する知見はほとんど見られない．Yume プロジェク

トは，高校生がやりたいことを地域の高齢者が支

援するという設計であり（表 1），社会福祉協議会

が実施している多世代協働型の事業としては，他

に類を見ない．そのため，若い世代の活動支援を

行っている高齢者の特性や意識について検討する

上で貴重なデータであると考えられる．6 名の高

齢者へのインタビューは，昨今の社会情勢を鑑み

て，実施時期を熟慮し，コロナウイルス感染症の

新規感染者が一時的に減少した 2022 年 6 月に，い

ずれも半構造化面接法にて 10 分～20 分程度の短

時間で実施した．インタビューに際しては，それ

ぞれ個別に行った．冒頭で本調査の趣旨説明を行

い，対象者から調査への参加及び会話内容の録音

についての同意を得た上で，IC レコーダーに録音

しながら実施した． 
 

2.2. 調査内容 
インタビュー調査では，①プロジェクトへの参

加動機，②継続的に参加するモチベーション，③

高校生との活動で得られたメリット，④高校生と

の活動で感じた課題などを尋ねた． 
 

2.3. 分析方法 
 グレッグらの整理により，質的研究の特徴とし

て「研究される人々の視点（内部者の視点）」を持

ち，「帰納的に分析されること」で「現象について

全体的（系統的，包括的，統合的）な見方を得る」

ことが挙げられている[7]．本研究では，Mayring の

要約的内容分析のやり方を参考にしながら，質的

かつ帰納的な分析を実施した[8]．具体的には，IC
レコーダーの録音データを文字起こしして，対象

者ごとに逐語録（会話スクリプト）を作成した．

それぞれの会話スクリプトを元に，質問項目ごと

に回答内容を整理し，筆者らの協議により，帰納

的にカテゴリー化を行い，概念化を目指した． 
 
 2.4. 倫理的配慮 
個人情報保護の観点から，録音データはいずれ

もパスワードをかけたコンピュータに格納し，フ

ァイル自体にも別途パスワードをかけた状態で管

理している．また，逐語録の作成にあたっては，

必要に応じて固有名詞をアルファベット表記し，

匿名化の措置を講じている．これらの対策につい

ては，先述の通り，インタビュー調査の際に対象

者へ十分な説明を行い，同意を得ている． 
このように，本研究は十分な倫理的配慮のもと

で実施された． 
 
３． 結果 

3.1. 回答者属性 
インタビューを実施した 6 名の対象者は全員が

埼玉県狭山市内の在住者であった．年代は 70 歳代

が 3 名で 80 歳代が 3 名，性別は男性が 5 名で女性

が 1 名であった．また，6 名のうち 4 名が第 1 層

あるいは第 2 層協議体のメンバーであり，個人ボ

ランティアとしての参加者は 2 名であった．ただ

し，この 2 名も過去に協議体メンバーとして社協

の事業に参画してきたという経緯がある（表 2）． 
 

 
表 2 回答者の属性 

対象者 性別 年齢 所属 

A 男性 70 歳 第 2 層協議体 
B 女性 80 歳 個人ボランティア 

※元第 2 層協議体 
C 男性 73 歳 第 2 層協議体 
D 男性 72 歳 個人ボランティア 

※元第 2 層協議体 
E 男性 80 歳 第 1 層協議体 
F 男性 80 歳 第 1 層協議体 

第 2 層協議体 
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3.2. プロジェクトへの継続的参加の動機 
 インタビューの結果をカテゴリーごとに整理し

たものを表 3 に示した． 
Yume プロジェクトへ継続的に参加している高

齢者は，全員が社協職員からの個人的な声掛けや

勧誘がプロジェクト参加の動機になっていること

が明らかになった．これらを集約した上位カテゴ

リーを 1 つ生成して，「社協職員の声かけ」と命名

して一般化した． 

 
表 3  高齢者へのインタビューまとめ 

 
3.3. 継続的に参加するモチベーション 

 次に，プロジェクトに継続して参加している理

由を尋ねたところ，過去に自身が行ってきた活動

との類似性，脳トレになると感じていること，高

校生と関わって活動を応援したい，地域活動をす

る若者を応援し増やしていきたい等の回答を得た．

これらを集約して 2 つの上位カテゴリーを生成し，

それぞれ「個人的関心」「次世代支援意識」と命名

して一般化した． 
 

3.4. 高校生との活動で得られたメリット 
 活動によるメリットとして，高校生から楽しさ

やパワーを感じて元気づけられているとの回答が

多く見られた．また，高校生の柔軟な発想や考え

質問内容 上位カテゴリー 主なコード 

プロジェクトへの 
参加動機 

社協職員からの 
声かけ 

・社協の担当者に誘われた 
・是非参加して欲しいと社協から声がかかった 
・社協とのご縁の延長線上 

継続的に参加する 
モチベーション 

個人的関心 ・これまで自分が市民大学でおこなってきた 
活動と似ており関心がある 

・活動自体が脳トレになると感じた 
次世代支援意識 ・高校生の本気の様子を見て応援したくなった 

・高校生と関われる機会だから 
・高校生の福祉観や地域観に関心をもった 
・地域活動をする若い世代を増やすための 
 動きが必要だと感じている 

高校生との活動で 
得られたメリット 

若いエネルギーの 
受容 

・楽しさやパワーを貰っている 
・高校生のメンバーを見ると女性が元気で活発 
・楽しいし元気づけられる 

高校生の価値観や 
考え方を理解 

・高校生の考えを知れたこと 
・我々（シニア）と違う柔軟な発想や考え方に 
 触れることができた 

高校生との活動で 
感じた課題 

参加者が少ない ・プロジェクトに関わる大人が少ない 
・もう少し多くの高校生に参加してほしい 
・社協はもっと地域の人に声をかけるべき 

設計上の課題 ・中学生にも地域と関わるための機会を 
 作ってあげる必要性がある 
・もっと社会性のあるテーマに切り込むべき 
 例）SDGs，ヤングケアラーなど 
・きちんと発表の場を作ってあげるべき 

その他に感じたこと 次の活動への提案 ・今後はシミュレーションにとどまらずに， 
 成果物として何かモノを生み出していきたい 

若者への期待・羨望 ・自分の小さい頃に比べて今の高校生は何でも 
出来て羨ましい 

・真剣に取り組んでいて良いと感じる 
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方に触れ，若者への理解が進んだことを挙げた高

齢者も見られた．これらを集約して 2 つの上位カ

テゴリーを生成し，「若いエネルギーの受容」「高

校生の価値観や考え方を理解」と命名して一般化

した． 
 

3.5. 高校生との活動で感じた課題 
 一方で，一部の高齢者は活動を通じて課題も感

じていた．プロジェクトに関わる大人（高齢者）

や高校生が少ない，あるいは社協がもっと多くの

地域住民に声をかけるべきだと感じている人が複

数見られた．また，中学生も対象にすべきとの意

見や．社会性のあるテーマを扱うプロジェクトに

した方が良いという意見もあった．さらに，プロ

ジェクトの最後には，何かしらきちんと全体発表

の場を設けることが望ましいとの考えを持ってい

る人もいた．これらの意見を集約して，「参加者が

少ない」「設計上の課題」と命名する 2 つの上位カ

テゴリーを生成して一般化した． 
 

3.6. その他，感じたこと 
 最後に，Yume プロジェクトに参加して感じたそ

の他の意見について尋ねたところ，成果を伴うも

のづくりをしたいという意見や，高校生に対する

肯定的な考えを見てとることができた．これらを

集約し，2 つの上位カテゴリーを生成して，「次の

活動への提案」「若者への期待・羨望」と命名した． 
 
４． 考察 

地域の中における多世代住民の支え合い活動を

一層推進していくために，本研究では，社協が実

施している世代間交流型の事業を取り上げ，そこ

に参加する高齢者の特性や意識について検討した．

その結果，プロジェクトの参加動機については「社

協職員からの声かけ」，継続的に参加するモチベー

ションについては「個人的関心」と「次世代支援

意識」，高校生との活動で得られたメリットについ

ては「若いエネルギーの受容」「高校生の価値観や

考え方を理解」，高校生との活動で感じた課題につ

いては「参加者が少ない」「設計上の課題」，その

他に感じたことについては「次の活動への意欲」

「若者への期待・羨望」という上位概念をそれぞ

れ生成した． 
プロジェクトへの参加動機は，社協職員からの

声かけが主であった．地域包括ケアシステムの実

現に向け，2015 年の介護保険制度改正を踏まえ，

各市区町村では，地域特性に合わせて地域の多様

なステークホルダーが参加する「協議体」を設置

し，それぞれ生活支援コーディネーター（SC）が

配置されている[9]．自治体全域を対象とする第 1
層および，各日常生活圏域（中学校区域等）を対

象とする第 2 層の生活支援コーディネーターが連

携しながら，地域の互助力強化と支え合いの可能

な地域づくりの推進に向けた働きかけを行ってい

る．SC の多くは社協や地域包括支援センターに配

置されており[10]，窓口での相談支援や協議体での

意見交換，また地域でのアウトリーチ活動等を通

して，地域住民への様々な情報提供や，支援が必

要な人を制度につなげるための橋渡し，社会資源

の把握，地域に不足するサービスの創出や担い手

の養成等の資源開発を担っている．今回，Yume
プロジェクトに参加していた高齢者の多くは第 1
層や第 2 層協議体のメンバーであり，それ以外の

高齢者も過去に協議体のメンバーだった経験があ

るなど，現在も個人ボランティアとして社協の諸

活動に積極的に参加している．それ故，一般の高

齢住民よりも SC など社協職員との繋がりが密接

であり，プロジェクトへの勧誘がしやすかった可

能性がある．そのためには，SC をはじめとする社

協職員が，日頃から多世代の地域住民との関係構

築をしておく必要がある．SC 以外にもコミュニテ

ィソーシャルワーカー（CSW）や地域福祉コーデ

ィネーター等が配置されている社協も多い．地域

福祉の専門職がもっとコミュニティに出向いて多

世代の住民と関係性を構築しておくことで，若年

世代のニーズを把握しやすくなり，地域課題の解

決に資する企画に高齢世代を巻き込みやすくなる

と考えられる． 
継続的に参加するモチベーションとしては，個

人的な興味関心のほかに次世代支援意識を挙げる

人が多かった．これは，Erikson が提唱し，｢次世

代を確立させ導くことへの関心｣ と定義したジェ

ネラティビティ（Generativity）の理論にも合致す

る[11][12]．高齢期の心理社会的な発達段階として，

次なる世代，新たな社会の構築に積極的に関わっ

ていきたいと考える高齢者が高校生の地域活動に

継続して参加していると考えられる． 
高校生との活動で得られたメリットについては，

若いエネルギーの受容と，それによる高校生の価

値観や考え方の理解を挙げる人が多かった．急速
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な核家族化により，高齢者の単独世帯や夫婦のみ

世帯の割合が年々増加している[13]．そのため，日

常生活の中で，また地域の中で若年世代との交流

がある高齢者は多くないと考えられる．このよう

な背景から，活動に参加している高齢者は，地域

の若者との世代間交流を通じてエネルギーを貰い，

活動を通じた相互理解が進んだことをメリットに

感じたと考えられる． 
反対に，プロジェクトに関わる人が少ないこと

や，プロジェクトの設計の仕方について課題意識

を持っていることも明らかになった．課題意識を

持っている高齢者は，事業ターゲットを広げもっ

と多くの学生や地域住民に参加してほしい，社会

性のあるテーマについて若者とともに考えたいと

いったような意見を持っていた．積極的に関わる

中で，プロジェクトをより良くしたいと感じ，こ

のような問題意識が生まれたのだと推察される．

先述の通り，本調査に回答をした高齢者は，普段

から社協の活動に積極的に参加している傾向にあ

り，積極的に地域社会と繋がり，より良い地域を

作っていこうとする意識が強いと考えられる．そ

のため，比較的ポジティブな視点から，今後のプ

ロジェクトの改善に資するような課題が示された

のだろう．堀口らの研究[14]によると，高齢者が自

律的に社会的活動に参加するには「他者との関係

性」が重要であることが示唆されている．Yume
プロジェクトが若者や社協職員も参加して皆で進

めるプロジェクト型の事業だったことが，高齢者

の積極的な参加と意見表出の動機になった可能性

がある． 
その他に，次の活動への意欲や若者への期待・

羨望を感じている高齢者も見られた．田渕らの研

究では，高齢者と若年者が協働して新しい課題に

取り組んだ方が，同世代の者同士で課題を実施し

た場合よりも活発な「提案的要求（相手に提案を

するための発話）」が見られることを明らかにして

いる[15]．Yume プロジェクトも，高齢者と高校生が

一緒になって地域の想像的課題に取り組むという

点で共通している．そのため，同じような機序で

高齢者から高校生に向けて，次の活動への提案と

いう要素が見られたのだろう．また，根本らの研

究において，世代間交流をしている高齢者は，世

代内交流のみ，あるいは他者との交流をしていな

い高齢者よりも精神的健康度が高いことが示され

ている[16]．そのため，Yume プロジェクトに参加し

た高齢者の多くが，高校生との活動に対してポジ

ティブで前向きな感情を抱いたのだと考えられる． 
ただし，本研究は次の点で課題も残っている．

第一に，今回の研究は一か所の社協が実施してい

る世代間交流型の事業に参加した高齢者のみを対

象にしたケーススタディである．そのため，仮に，

他の地域で同様の事業を行った場合にも本研究と

同じ結果が得られるかどうか分からない．インタ

ビュー対象者も限定的であり，また聞き取りに費

やすことが出来た時間も限られていた．そのため，

理論的飽和には至らず，M-GTA 等の手法を用いて

結果図やストーリーラインを構成することは難し

かった．この点は，続く研究において検討をした

いと考えている．第二に，インタビューに参加し

てくれた高齢者は，Yume プロジェクトが始まる前

から日常的に社協職員との繋がりがあり，そもそ

も積極的な社会活動を実践している集団であった

可能性もある．そのため，社協との繋がりを未だ

持っていない地域在住の一般の高齢者に対して働

きかけていくことも重要である．果たして，社協

との繋がりがない一般の高齢者も積極的に参加し

てくれるのか，またポジティブな感情を抱くかど

うかについては分からないため，その点について

検証が望まれる．本研究は，小規模なケーススタ

ディであるが，本稿の分析により複数のカテゴリ

ーを生成した．これらの結果をもとにして，更な

る調査を実施し，一般の高齢者も世代間交流型の

地域活動への参加ニーズがあるのか，参加により

ポジティブな感情を抱くか検討し，より一般化を

はかっていく必要があるだろう．第三に，本稿は

事業に参加した高齢者に注目したインタビュー調

査の結果を報告するにとどまっている．多世代の

関係を捉えるうえでは，当然参加した高校生につ

いての分析も必要である．また，3.5.でも示した通

り，中学生など高校生以外の多様な世代の参加も

求められる．これらの点については，本稿では十

分に検討が出来ておらず，続く研究における課題

として残されている． 
総じて，本研究は，限定的な対象者へのインタ

ビュー結果を定性的に検討したケーススタディに

過ぎず，この結果のみを持って一般化をすること

は出来ない．ただし，本研究で得られた知見や概

念は，続く研究への足掛かりとして，活用してい

くことが可能であると考えられる． 
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５． まとめ 
前述のような課題を考慮する必要があるが，本

研究は，社協における世代間交流型の事業に継続

的に参加した高齢者の特性や意識について初めて

検討したものである． 
その結果，プロジェクトへの参加は社協職員か

らの勧誘が端緒になっており，活動を通じて，元々

ジェネラティビディ意識が低い高齢者でも若年者

とともに活動をするなかでジェネラティビティ意

識が芽生え，ポジティブな意識を持って継続的に

プロジェクトに関わっている可能性が示唆された．

そのため，まずは，社協職員が地域在住の高齢者

をはじめ，多世代の住民に対して積極的に働きか

けることで活動に参加してもらう人を増やすとい

うことが重要である．その際，活動が高齢者のジ

ェネラティビティ意識をくすぐるような次世代貢

献的な内容を含むものであれば，なお良いだろう． 
今後の研究では，本研究で得られた知見が他の

ケースにも当てはまるか，様々な観点から検討す

るとともに，継続して世代間交流型の事業に参加

している高齢者の心的変容等を検討することで，

更なる一般化についての議論が求められる． 
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Abstract 
As a measure to respond to the support needs of the community, which is becoming more complicated and 

complex, it is important to promote intergenerational exchange projects that allow multigenerational 
residents to support each other. Such policies may enable elderly people to become not only recipients of 
support, but also supporters according to their abilities and skills. However, the characteristics and attitudes 
of the elderly who participate in such projects are not sufficiently clear. In this study, we referred to the 
"Sayama High School students’ Yume Project" conducted by the Sayama City Social Welfare Council to 
examine what kind of community dwelling elderly participate in this project and what kind of attitudes they 
have in the activities. Interviews for six elderly people who have been participating in the project on a 
continuous basis revealed that their participation in the project began when they were approached by Social 
Welfare Council staff, and that many of them have fostered or strengthened their awareness of the next 
generation (Generativity) through the activities. There were also some elderly people who had opinions on 
how to promote better projects. In order to increase the number of community dwelling elderly who continue 
to participate in intergenerational exchange projects as supporters, it is important to reaching out not only 
those who already have ties with social welfare council, but also to the community dwelling elderly. 
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